
 第Ⅰ部 第５章 イスラーム世界の形成と発展 
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イスラーム文明 

特
徴 

○【①   】文明：イスラーム教・アラビア語と古代オリエントの先進文明が融合した文明 

○【②     】文明：イスラーム教を核として全イスラーム世界で受容された文明 

○都市文明：大都市に居住する知識人（ウラマー）が担って発達した文明 

※モスク…信仰の場＋教育の場 

固
有
の
学
問 

《神学》 

○当初，ウラマーによる『コーラン』の解釈 

○10C，【③         】（神秘主義） 

…農民や職人に広まった，舞踊などにより神との一体感を求める考え方 

○11C 末，【④        】（セルジューク朝） 

…スーフィズムを取り入れてイスラーム神学を大成 

《法学》  

○コーランの注釈からイスラーム法（シャリーア）が成立 

《歴史学》 

○ムハンマドの伝記研究から発達  

○ラシード＝ウッディーン（イル＝ハン国宰相）『集史』 

○【⑤              】 『世界史序説』 

…遊牧民と定住民との関係を中心に国家興亡の法則性を探求 

外
来
の
学
問 

《数学》…ギリシア・インドから，【⑥      】数字・十進法・【⑦         】を導入 

○フワーリズミー『代数学』…代数・幾何学などアラビア数学を完成 

《哲学》…【⑧          】の哲学を研究 

○【⑨           】（ラテン名アヴェロエス）…アリストテレス哲学の注釈書 

《医学》 

○【⑩            】（ラテン名アヴィケンナ）『⑪         』 

…ギリシア・アラビア医学の集大成 

《地理学》 

○【⑫              】『三大陸周遊記』…モロッコから中国（元）までの旅行記 

文
学 

○『⑬                』（アラビアン=ナイト）…イスラーム世界各地の説話集 

○【⑭              】『四行詩集』（ルバイヤート） 

 

建
築
・
美
術 

○モスク…イスラーム教の礼拝堂。ミナレット（光塔）をもつ。 

○【⑮         】…唐草やアラビア数字を図案化した幾何学的な装飾文様。 

 ※アルハンブラ宮殿（ナスル朝）…アラベスクで飾られた代表的なイスラーム建築 

○【⑯      】画 （⑰            ）…書物の挿絵として描かれた精密な絵画。 

 


